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全
国
か
ら
ア
ー
ト
作
品
を
募
集
し
、「
丹

波
ア
ー
ト
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
」
を
開
催

し
ま
す
。
入
賞
・
入
選
し
た
作
品
は
作
品

展
で
展
示
し
ま
す
。

■
部
門
／
平
面
・
立
体
・
書
・
写
真

■
応
募
資
格
／
16
歳
以
上
。
居
住
地
・
国

籍
は
問
い
ま
せ
ん
。

■
応
募
制
限
／
①
１
部
門
に
つ
き
１
人
１

点
ま
で
。
②
未
発
表
の
作
品
で
個
人
制
作

の
も
の
に
限
る
。

■
出
品
料
／
一
般
：
２
千
円
、
学
生
：
無
料

■
応
募
方
法
／
春
日
文
化
ホ
ー
ル
・
植
野

記
念
美
術
館
・
各
住
民
セ
ン
タ
ー
な
ど
に

設
置
の
応
募
用
紙
を
持
参
ま
た
は
郵
送
。

■
応
募
締
切
／
令
和
５
年
１
月
13
日
（
金
）

※
当
日
消
印
有
効

■ 

賞
大
賞
：
各
部
門
１
点
（
副
賞
10
万
円
）

優
秀
賞
：
各
部
門
１
点
（
副
賞
２
万
円
）

教
育
長
賞
：
１
点
（
副
賞
１
万
円
）

文
化
協
会
長
賞
：
１
点
（
副
賞
１
万
円
）

美
術
作
家
協
会
長
賞
：
１
点（
副
賞
１
万
円
）

観
光
協
会
長
賞
：
１
点
（
副
賞
１
万
円
）

新
人
賞
（
植
野
記
念
美
術
館
賞
）
：
40
歳

未
満
よ
り
若
干
名
（
副
賞
１
万
円
）

奨
励
賞
：
各
部
門
若
干
名
（
副
賞
丹
波
市

の
工
芸
品
）

市
民
賞
：
各
部
門
若
干
名
（
副
賞
丹
波
市

の
工
芸
品
）

※
市
民
賞
は
今
回
か
ら
新
た
に
設
け
ま
し
た
。

※
賞
に
該
当
す
る
作
品
が
な
い
場
合
は
、

こ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
審
査
員
／
平
面
・
立
体
：
加
藤
義よ

し

お夫
・

宮
永
愛あ

い

こ子　

書
：
深
瀬
裕ひ

ろ
ゆ
き之
・
淺
田
大だ

い
え
ん遠

写
真
：
川
口
和か

ず

こ子

◆
作
品
展

①
入
賞
・
入
選
作
品
展

と
き
／
令
和
５
年
２
月
21
日
（
火
）
～
26

日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
７
時

※
２
月
26
日
（
日
）
は
午
後
３
時
半
ま
で

と
こ
ろ
／
春
日
文
化
ホ
ー
ル
・
春
日
住
民

セ
ン
タ
ー

②
新
人
賞
受
賞
者
展

と
き
／
令
和
５
年
２
月
21
日
（
火
）
～
26

日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
５
時

※
２
月
26
日
（
日
）
は
午
後
４
時
ま
で

と
こ
ろ
／
植
野
記
念
美
術
館

内
容
／
第
１
回
か
ら
第
３
回
展
の
新
人
賞

受
賞
者
の
作
品
展

H P

第
４
回
丹
波
ア
ー
ト
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン

第
４
回
丹
波
ア
ー
ト
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン

作
品
を
募
集
し
ま
す
！

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
課
（
春
日
文
化
ホ
ー
ル
内
）

☎
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1
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問
申
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市
長
・
林
時
彦
の

時
を
駆
け
る

　

９
月
議
会
定
例
会
で
、
提
案
し
た

来
年
4
月
か
ら
の
ご
み
袋
半
額
化
の

議
案
は
否
決
と
な
り
ま
し
た
。
市
民

の
皆
さ
ま
の
期
待
に
応
え
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
た
い
へ
ん
残

念
で
な
り
ま
せ
ん
。
ご
み
の
減
量
に

努
力
い
た
だ
い
て
い
る
皆
さ
ま
に
感

謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
お
詫
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
の
提
案
理
由
は
、
市
民
の
皆

さ
ま
の
経
済
的
負
担
を
少
し
で
も
軽
減

し
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
で
す
。
私
は「
帰
っ
て
来
い
よ
、

帰
っ
て
き
た
い
と
声
か
け
合
え
る
丹
波

市
」
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
が
、
兵
庫
県

内
で
一
番
ご
み
袋
の
料
金
が
高
い
丹
波

市
が
住
み
よ
い
ま
ち
だ
と
は
言
え
な
い

と
い
う
声
を
多
数
い
た
だ
い
て
お
り
、

返
す
言
葉
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
現
在
丹
波
篠
山
市
清
掃
セ

ン
タ
ー
で
処
理
し
て
い
る
山
南
地
域

の
燃
え
る
ご
み
を
、
令
和
９
年
度
か

ら
は
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
受
け

入
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
そ

の
処
理
能
力
は
既
に
限
界
に
達
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
市
と
し
て
、
令

和
９
年
ま
で
に
ご
み
の
減
量
は
不
可

欠
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
協
力
が
必

要
で
す
。
ご
み
袋
の
半
額
化
を
契
機

に
ご
み
の
減
量
化
に
向
き
合
い
、
市

民
総
が
か
り
で
減
量
に
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
が
私
の
目
的
で
し
た
。
反

対
意
見
の
中
に
は「
値
下
げ
は
ご
み

が
減
っ
て
か
ら
で
も
遅
く
な
い
。
値

下
げ
し
た
ら
ご
み
が
増
え
る
」
と
の

声
も
あ
り
ま
す
が
、
市
民
、
行
政
、

議
会
が
一
体
と
な
っ
て
ご
み
の
減
量

に
取
り
組
む
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
と
も

半
額
化
を
実
現
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
生
ご
み
の
減
量
方
法
と

し
て
市
で
推
進
し
て
い
る「
キ
エ
ー

ロ
」
と
い
う
処
理
機
を
紹
介
し
ま
す
。

キ
エ
ー
ロ
と
は
、
電
力
を
使
わ
ず
に

土
の
中
の
バ
ク
テ
リ
ア
の
力
で
生
ご

み
を
分
解
し
、
消
滅
さ
せ
る
減
量
化

容
器
の
こ
と
で
す
。
生
ご
み
の
分
解

に
か
か
る
時
間
は
、
夏
期
は
３
～
５

日
、
冬
期
は
10
日
～
３
週
間
ほ
ど
で
、

悪
臭
や
虫
の
発
生
は
あ
り
ま
せ
ん
。

購
入
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
制
度

も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
市
民

の
皆
さ
ま
一
丸
と
な
っ
て
、
ご
み
の

減
量
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

ご
み
袋
半
額
化
議
案
の
否

決
を
受
け
て

特
集
①
：
健

診
・
受
診

特
集
②
：
市

民
リ
ポ
ー
タ
ー

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ
市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ
市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

市
長
コ
ラ
ム
ほ
か

決
算
報
告

決
算
報
告

情
報
ひ
ろ
ば

お
知
ら
せ
・
募
集

情
報
ひ
ろ
ば

子
育
て
関
連
情
報

情
報
ひ
ろ
ば

相
談
・
コ
ラ
ム

図

書

館

健
康
生
活
ま
ち
と
ぴ

環

境
は
ぴ
た
ん

掲
示
板
・
戸
籍


